돼지 꿈 （豚の夢）

２０１０．２．１４　桐生裕子
【作家】오정희 オ・ジョンヒ　呉貞姫
１９４７年ソウル生まれ。両親は北朝鮮から38度線を越えて逃げてきた失郷民（실향민）。朝鮮戦争の戦火を避け忠清道、仁川等に移り住み、小学校6年生で再びソウルに戻る。ソラボル大学芸術学部文芸創作学科在学中の１９６８年、中央日報新春文芸に＜玩具店の女＞が入選し、文壇にデビューした。『夜のゲーム』で李箱文学賞（１９７９）受賞を皮切りに、『銅鏡』で東仁文学賞（１９８２）、東西文学賞（１９９６）、オ・ヨンス文学賞（１９９６）などを受賞し、韓国の代表作家としての地位を築いた。２００３年には、ドイツで翻訳出版された《鳥》でリベラトゥール賞を受賞し、海外で韓国人が文学賞を受賞した最初の事例、韓国文学史の記念碑的な事件として評価を受けている。
国語の美学的地平を広げた作家の文章がもたらす作品は、存在と現実の乖離からくるすきまを克服する「女性の自我」を形象化しており、形態のない内面の複雑なことがらに形態を付与することで、しばしば訪れる日常の悲しみと苦痛、虚無の正体を追跡している。事件よりは内面を描写。
《火の河》、《幼年の畑》、《風の精》、《花火》などの作品集があり、長編小説としては、《鳥》などがある。
現在は江原道春川に住み、一男一女の母として、作家と主婦を両立させている。

돼지 꿈（豚の夢）
【あらすじ】
　主人公スンオクは、春川から、流行遅れのだぶだぶのコートを着て、ソウル行きの列車に乗る。昨夜「豚が自分の胸に飛び込んでくる夢」を見たことから、親戚に持ち逃げされた３００万ウォンを返してもらいに行く途中だ。

向かいの席には、1歳位の子供を抱いた２０歳前の若い女性が乗り込んでくる。夫に逃げられてどうにもならなくなり、子供を預けるため、会ったこともない夫の両親を尋ねて春川に来たが、会えなかったという。子供を産んだことのないスンオクは、女性が寝ている間に子供をあやし、自分の中に湧き起ったその不思議な感覚に我を忘れる。その様子を見ていた女性は、スンオクに子供を預けてトイレに立ったが、そのまま帰って来ない。
ずしりと重い子供を胸に抱いた瞬間、昨夜の夢の豚を思い出す。
【登場人物】

　主人公（スンオク）
　・１０年前に夫を交通事故で亡くす。子供はいない。一人身でゲームセンターを経営している。親戚の間ではけちと評判、日ごろの付き合いも余りない。

　若い女性
　・２０歳に満たないが、１歳の子供の母親。夫が家を出たため、子供を抱えて就職もままならず、春川に夫の両親を訪ねる途中。
【空間と時間の流れ】
　・80～90年代、春川発ソウル（清涼里）行きの列車の中。出発から到着までの約２時間の出来事。
【内容・気になる表現】
　○유행이 지나도 한참이 지나 모양이 구닥다리가 된 코트（時代遅れのコート）
　・１０年前に流行した、だぶだぶのコートをずっと来ているのは、実は夫が交通事故で死亡する直前の誕生日にプレゼントしてくれたもので、なかなか捨てられなかったからだが、今回のソウル行きのついでに新調しようと決心している。p.5６-2, p.5７-9
　　・流行遅れのコートは、子供を深々と温かく抱くにはお誂えだった。p.6４-1
　○돼지 꿈 （豚の夢）　
　・一般的には、宝くじが当たるなどの金運が舞い込む吉兆を表すとされるめでたい夢。

　・スンオクは、昨夜、家ほどもある大きな雄豚がドアを壊して飛び込んできて、胸を突き上げる夢を見た。（持ち逃げされた３００万ウォンが返ってくるかも！）p.62-4
　・若い女性が残していった赤ん坊が、昨夜の豚だったかと気づく。p.65-2

　○若い女性の絶望　p.５９-4,16
　・目はとろっとして潤いがなく、はく製になった動物を連想させる。自分の置かれた境遇がいかにひどいか感じることさえできない仮面のような無表情。どれほど深い絶望に基づいているのか。
　・3日間の旅行がひどくつらかったのか、自分で言ったとおり、生きることに疲れたのか。

○スンオクの絶望 p.５９-7

・生きることの希望を疾うに忘れたこの頃、夜毎胸を押しつぶすような真っ黒な天井を見つめる顔。
　・ゲームセンターのシャッターを下ろす夜中の幽霊。
　・一人で売り上げのコインを数え、コインをつかんでゲーム機の調整に狂ったように打ち込む。
　・子供の瞳に映った張りのないこわばった顔。p.6１-15
　○子供の感触～母性本能　p.6１-9, 17,p.6２-4,9,p.6３-7
　・むずかる子供を抱き上げあやす。経験したことのない不思議な感じ、やわらかい感触、温かく伝わってくる体温。牛乳などを買ってやり、飲ませる。我を忘れおかしな感動に陥る。手放したくない気持ち、喪失感。子供の将来を思って溜め息をつく。戻ってきた子をカンガルーのように胸に抱く。
아내의 가을（妻の秋）
【あらすじ】
　ある秋の日曜日の夕方、友達と出かけようとする高校生の息子に、妻がこごとをいい、それに息子が反発する。息子を送りだした後も、妻の不満は私に向かい、だんだんとエスカレートする。息子の成績に一喜一憂し、過大な期待をかけていらだつ妻を、私はたしなめる。その後買い物に行って帰った妻は、うつろな様子で、「秋ね。」といって物悲しく溜め息をつく。
【登場人物】
　妻:～専業主婦。子供に期待をかけるが、思うようにはいかない。娘時代は小説家志望で、今も読書が唯一の趣味。
　私～会社員？妻と息子の緩衝地帯。
　息子～１６歳。大学受験前だが、成績はあまり芳しくない。友達づきあいはよく、親の干渉をうるさがる普通の高校生。

【空間と時間】
　・ある秋の昼下がりから日暮れ時まで。家の玄関、板の間。
【内容・気になる表現】
　○妻の息子との言い争い＆夫への不満
　　・想像や飛躍が激しい妻の言い分。（娘時代小説家志望）

・勉強もしないで友達とゲームセンターで遊び回っていては、不良になって、人生の落伍者になる。p.67-8 成績も落ちる一方だし、親のいうことを聞かない。先が思いやられる。p.69-1
　　　・厳父慈母のことばもある。父親として厳しくしないのが悪い。p.68-18
　○妻を諭す（宥める）私の人生訓　p.6８-15
　　・「自分の腹を痛めた息子でも、思い通りになるもんじゃない。子供は親の期待に応えるために生まれたのではなく、自分の人生を生きるために生まれたんだ。それに、子供たちは、俺たちの失敗を償うために与えられた２度目の機会ではないよ。子供に一番になれとせきたてている俺たちの隠れた動機について、分析し反省することも必要だ。」（妻のコメント『孔子のことば』）

・『論語』、『劉備、諸葛孔明』など p.7２-14
・安全な中立地帯。妻と息子の緩衝地帯。

　○천국 문을 열어주는 베드로가 되었다가 지옥으로 가는 아케론강의 뱃사공 카론이 되기도 한다.
（天国の門を開けてやるペドロと地獄に行くアケロン川の渡し守りカロン）p.６９-12
　　・「体重計の目盛り」、「夫婦喧嘩の冷戦、熱戦、和解」、「年より若く見えるか老けて見えるか」で、天国と地獄が分かれる。今年息子が高校に入るや、「息子の成績」によって、天国と地獄が分かれることになった。p.６９-3
　　
　○가을이네요. 어느새（秋ね。いつの間にか）～人生の黄昏を季節の移り変わりに例える。p.7３-4  
・사위어가는 밝은 금빛 햇살（燃え尽きようとしている明るい金色の日の光…）p.7２-9
・보랏빛 들국화 한 무더기가 얘간하게 피어 있었다.（紫色の野菊が物悲しく咲く。）p.7３-2
　　・うつろな気持ち、憂鬱で生気がなく沈んだ肩、何に心を奪われたか。虚しい視線の先は。寒さ負けしたぞっとしたような顔、うっすらと笑った波長に合わせ、顔の小じわがあらわになる。p.7２-4,7,9,13,p.7３-5
꽃다발로 온 손님
【あらすじ】
　３３歳の誕生日の朝、薔薇の花かごが届く。誰からの贈りものかといぶかるが、もしや・・と昔の恋人を思いだす。花かごを物置に隠し、夫と子供を送りだした後、家事をやっている間もずっとその花かごのことが頭を離れない。今でも自分を忘れずにいる昔の恋人を想像するだけで久しぶりにときめき、念入りに化粧をしたり、楚々として子供や夫の夕食の買い物もするのだった。
　いつもより早く帰宅した夫の手にはケーキの箱があり、花かごも夫からの贈り物とわかる。

【登場人物】
　私～３３歳、専業主婦。幼稚園の子供がいる。平凡だが特に不自由のない暮らし向き。夫と子供の世話、家事という日々の繰り返しに倦怠感を感じている。

　　　大学時代、熱々の恋仲だったキイルとは別れてから（たぶん）会っていない。
　夫～会社員？デリカシーやロマンとは程遠いタイプ。泥酔して帰宅することもある。白髪。
【空間と時間】
　・自宅。朝早く、花かごが届いてから、１日家事をこなし、夫の帰宅を出迎えるまでのできごと。
【内容・気になる表現】
○다람쥐 쳇바퀴 돌 듯 일상에 갇혀 맴도는 생활 
　（リスの回し車が回るように、日常に閉じ込められぐるぐる回る生活）p.7８-15   　　　　　「12
　　・私きれい？私をどう思う？私は妻にすぎない？それとも女として見てる？それとも人間かしら？

・他の人は諦めと生活への愛着で落ち着きを見せる年頃に、無為と倦怠感に陥りもがく。16
　　・雨の日に憂鬱な音楽を聴き、街角に出て誰かに会う期待にそわそわする。19
○누가 알랴. 익명으로 보내온 꽃다발이 서른세 살의 여자에게 주는 의미를, 기쁨을, 활력을.

　（匿名の花かごが３３歳の女に与える意味、喜び、活力を誰も知らない）p.７９-5
　　・胸の中に大切にしまった昔の恋人を思い出してそわそわし、想像の中だけの自分の気持ちを不貞のように感じて息も詰まる思いになる。ドラマのヒロインになった気分。
・日々の仕事を優先させてできぱき済ませる。念入りに化粧をし、服を着かえて買い物にでかけいそいそと晩御飯の材料を買い込む。（家族に対しても申し訳ないような気持ち）
○목에 가시라도 걸린 듯（のどにとげでもささったように）　p.８０-8
길었던 외출에서 쌓인 피로가 비로소 발끝에서부터 몰려오기 시작했다.

（長かった外出でたまった疲れが、初めて足先からどっと出てきた。）p.8０-8
　　・ロマンティックな空想から一気に現実に引き戻された

・この時の私の心情は？
　○夫の存在

・デリカシーやロマンとは程遠いタイプ。私の懇願に近い問いかけを一笑に付す。P.79-6
・妻の誕生日に、花かごを送り、ケーキを下げて早めに帰宅する。P.81-2
３編を通して
○　主人公は皆、３０代（40代）の女性。

・人生をやり直すにはもう年を取りすぎているが、人生をあきらめるにはまだ若い年代

・人生が、とても大きなものをもたらしてくれるだろうという期待が錯覚だったことに気付き始め、急速に年をとった。

・夢と現実のギャップ、絶望、不満、焦燥感→自分の人生を満たしてくれるものを求める
　・豚～夫も子供もいない一人身で、友達や親戚とも疎遠。けち・薄情。絶望。眠っている母性本能
→子供は豚の夢だった。→子供を育てる？
　・秋～家事と夫・子供の世話。体重・息子の成績などに過剰反応。人生をかける。

→自分の人生は息子で実現不可。→自分の人生をかけ得るものは？
　・花～平凡な日常、虚しさと倦怠感、女性としてのときめき・情熱を傾けるものへの回想・あこがれ
→一気に現実の世界へ→夫との関係の中に築く？
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